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今年の夏はこの原稿を書いている時点でも、まだ熱帯夜連続記録を更新するニュースが

連日報道されています。皆様も、特に昼間は無理をされず、外出等は朝夕のまだ比較的涼

しい時間帯を選んでいただければと思います。是非とも仏様のような、ゆったりとした時

間をお過ごし下さい。 
 
さて来年の春（平成２３年）に、京都知恩院（浄土宗総本山）にて我々の宗派「時宗」

の特別行事が行なわれることになりました。（写真は知恩院の入り口にある『三門』。その

二層目には釈迦如来像と十六羅漢像が安置されております。「三門」とは「三門脱門」とい

う意味で、物事に執着しない、見かけで差別しない、欲望のままに求めない、という３つ

の事柄を表し、門をくぐることで一歩ずつ仏の国へ行くことが出来るとされています。） 
                     

ちなみに「時宗（じしゅう）」と「浄

土宗」は、親子のような関係でござい

まして、我々が唱える時宗勤行式

（日々のお勤めのお経）のほとんどが、

浄土宗と同じになっています。 
それは時宗開祖一遍上人自身が、浄土

宗の開祖「法然上人」から見るとひ孫

弟子にあたる浄土宗の僧侶であった

ことが理由の一つであります。 
 

そのような関係から、法然上人がお亡くなりになってから来年平成２３年は８００年と

いう節目になり、『浄土宗宗祖法然上人８００年御遠忌（ごおんき）法要』が行われ、その

法要の一環として、時宗僧侶も同じ同門系の宗派として、法然上人の遺徳を偲ぶお勤めを

行なうことになりました。 
 
以下詳細を掲載しておりますので、上記のような関係からも、同じ「お念仏」をお唱え

する兄弟宗派でございますから、ご先祖様や亡き故人をお偲びするためにも、是非お参り

いただければと思います。（詳細は後日再度、ご連絡致します。） 
 
 平成２３年４月１４日（木） 法然上人８００年大御遠忌法要 

場所： 浄土宗総本山 京都 知恩院 御影堂 （京都市東山区林下町） 
時間： １０時 法要開始予定 （私も法要に参列致します。） 
 

*遠忌とは･･･仏教諸宗派で、宗祖などの五十年忌ののち、50 年ごとに遺徳を追慕して行う法要の
こと。ちなみに時宗宗祖一遍上人は、平成元年に７００年御遠忌が行われました。 
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骨つぼ電子管理化でも契約伸び悩み、福井の寺破産  

信用調査会社東京商工リサーチ福井支店は、福井県の宗教法人「永宮寺」が、 

本年７月に地裁から破産手続きの開始決定を受けたと発表した。 

負債総額は約３億３９００万円。 同支店によると、同寺は浄土真宗東本願寺派

の寺院で、２００５年に骨つぼをコンピューター管理する自動搬送式納骨堂を整

備したが、契約者数が伸び悩み、経営が悪化。０７年には納骨堂が施工業者に差

し押さえられたという。 破産管財人によると、納骨堂の契約者は約６０人。骨つ

ぼは返還する予定で、契約者には文書で通知するとしている。 

[読売新聞：7 月] 

  

最近、全国に乱立し始めている『永代納骨堂』。 屋外のお墓に代わり、室内に

納骨するシステムで、納骨後はいっさい費用なし、などを宣伝文句に、御殿のよう

なお堂を建てる寺院をよく見かけるようになりました。 

その内容を見ると、初回のみ施主様からお布施を納めていただき、その後の法要

やお堂の維持管理費等は一切不要というものが多いようです。一見、ありがたいよ

うにも感じるのですが、鉄筋コンクリートの寿命が５０年前後と分かった現代、そ

の建物の維持経費にも多額の資金が必要であるのに、どのような対応をしていくの

かと疑問に感じていたのですが、このように問題が報道され始め、特に納骨された

方の気持ちを考えると、あまりにもずさんな計画でお供養をしようとする状況に、

同じお寺として憤りを覚える次第です。 

そもそも、このような納骨殿の建設等は、お寺単独で企画するケースはほとんど

無く、霊園業者や石材店などがお寺を仲介として進める場合が多いようです。もち

ろん全てのお寺や業者が同じではありませんが、普通ありえないお寺の倒産という

話も、これから先もっと増えてくると思います。 

皆様のご親戚様やお知り合いなどでも、仏事全般でご不安に感じている方がおら

れましたら、普照院や時宗とは全く関係なくても結構ですので、私で良ければいつ

でも遠慮なくご相談下さい。 

 
〔編集後記〕 
みなさん、市川海老蔵さんをご存知でしょうか？歌舞伎役者であるのみならず、芸能全般でご活

躍されている方ですよね。今年の夏に結婚され、その式次第がテレビでも放映されておりましたが、

最近では珍しい仏前結婚式（御宝前結婚式）であったことに、お気づきになった方もおられたかと

思います。私は僧侶の世界におりますからもう珍しくなくなりましたが、世間一般ではほとんど見

ることができないと思います。キリスト教式の結婚式も派手で良いとは思いますが、仏式もおごそ

かで良いものです。みなさんのお子様やお孫さんの時に、いかがですか？ 
                                  合掌 
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